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新
年
の
ご
あ
い
さ
つ 

 

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

 

昨
年
は
、
雪
解
け
が
遅
く
春
先
の
作
業
・生
育
が
心
配

さ
れ
ま
し
た
が
、
そ
の
後
は
好
天
に
恵
ま
れ
、
ま
ず
ま
ず

の
出
来
秋
を
迎
え
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。 

 
 

 

さ
て
、
農
業
を
取
り
巻
く
情
勢
は
昨
年
に
も
増
し
て
不

透
明
で
あ
り
ま
す
。
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
に
つ
い
て
は
、
昨
年
12
月

の
首
脳
会
合
に
お
い
て
、
最
終
妥
結
は
さ
れ
ず
、
農
産
物

重
要
5
品
目
が
守
ら
れ
る
か
は
今
後
の
交
渉
に
委
ね
ら

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
国
会
決
議
を
守
り
、
重
要
5

品
目
を
関
税
撤
廃
の
対
象
か
ら
除
外
す
る
こ
と
、
ま
た
そ

れ
が
で
き
な
い
と
判
断
し
た
場
合
、
脱
退
も
辞
さ
な
い
と
い

う
姿
勢
を
国
に
は
強
く
求
め
ま
す
。  

 

さ
ら
に
政
府
は
「農
政
改
革
」と
し
て
農
地
中
間
管
理

機
構
や
国
家
戦
略
特
区
の
創
設
、
米
の
生
産
調
整
見
直

し
な
ど
を
打
ち
出
し
て
お
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
改
革
は
、

制
度
の
根
幹
に
関
わ
る
事
項
で
あ
り
、
適
切
な
運
用
が
必

要
で
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
米
の
生
産
調
整
の
見
直
し
に
関

し
て
も
国
が
需
給
調
整
に
関
与
し
な
い
こ
と
、
直
接
支
払

交
付
金
の
単
価
削
減
が
打
ち
出
さ
れ
、
生
産
現
場
か
ら

は
経
営
の
見
通
し
が
立
た
な
い
と
い
う
声
も
聞
こ
え
て
き

て
お
り
ま
す
。 

  

こ
の
よ
う
に
農
業
を
め
ぐ
る
環
境
は
大
き
く
変
わ
ろ

う
と
し
て
お
り
ま
す
。
農
業
委
員
会
と
し
て
、
諸
施
策
の

制
度
設
計
に
あ
た
って
は
、
農
業
・農
村
の
現
場
の
実
態
を

踏
ま
え
た
意
見
を
積
極
的
に
あ
げ
て
い
き
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。 

   

今
年
は
、
農
業
委
員
改
選
の
年
で
あ
り
ま
す
。
今
後
と

も
農
業
委
員
会
へ
の
一
層
の
ご
理
解
賜
り
ま
す
と
と
も
に
、

豊
穣
の
秋
を
迎
え
る
こ
と
を
祈
念
し
ま
し
て
、
新
年
の
ご

挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

石
狩
市
農
業
委
員
会 

 
 

 

会
長 

 
 

須
藤
義
春 



   

石
狩
の
中
で
は
珍
し
い
、
切
り
花
の
農
家 

さ
ん
、
大
村
さ
ん
に
今
回
は
お
話
を
聞
か
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

と
て
も
親
切
に
答
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

お
忙
し
い
中
、
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
！ 

 

昨
年
の
編
集
会
議
中
、
今
回
は
新
年
号
と
い
う
こ
と

で
、
明
る
い
話
題
が
欲
し
い
と
話
し
合
っ
て
い
た
所
、 

石
狩
市
の
若
い
農
業
者
さ
ん
に
話
を
聞
こ
う
か
！
と 

な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
10
月
某
日
、
生
振
で
花
卉 

栽
培
を
営
ん
で
い
る
大
村
喜
輝
さ
ん
に
、
お
話
を 

聞
い
て
き
ま
し
た
！ 

表
紙
の
写
真
に
も
採
用
で
す
！ 

 

Ｓ 

「カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン
を
育
て
る
う
え
で
苦
労
し
て

い
る
こ
と
、
工
夫
し
て
い
る
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
？
」 

 

Ｏ
「僕
自
身
は
平
成
22
年
の
婚
活
イ
ベ
ン
ト
に
参
加

し
ま
し
た
。
石
狩
の
若
い
農
業
者
さ
ん
と
女
性
、

全
部
で
20
名
く
ら
い
で
、
農
作
業
体
験
や
夕
食
な

ど
を
供
に
す
る
と
い
う
感
じ
で
す
。
妻
と
は
す
ぐ

に
打
ち
解
け
て
・・・
と
い
う
わ
け
で
は
な
く
、
徐
々

に
仲
良
く
や
っ
て
い
っ
て
、
今
に
至
り
ま
す
ね
。
」 

   

何
気
な
く
、
花
屋
さ
ん
で
見
か
け
る
カ
ー
ネ
ー

シ
ョ
ン
。
母
の
日
だ
け
で
な
く
仏
花
や
お
祝
い
事
、

様
々
な
場
面
で
活
躍
す
る
お
花
で
す
！
大
村
さ
ん

に
よ
れ
ば
な
ん
と
50
種
類
も
の
品
種
を
育
て
て
お

り
、
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
、
ス
プ
レ
ー
、
ま
た
ま
た
珍

し
い
星
型
の
品
種
ま
で
あ
る
そ
う
で
す
。
カ
ー

ネ
ー
シ
ョ
ン
の
魅
力
、
再
認
識
い
た
し
ま
し
た
。 

 

現
に
取
材
中
も
奥
様
は
水
撒
き
作
業
に
勤
し

ん
で
い
ま
し
た
。
婚
活
で
出
会
い
農
業
に
従
事

す
る
と
い
う
の
も
何
か
の
縁
で
す
ね
。
農
業
総

合
支
援
セ
ン
タ
ー
の
婚
活
バ
ス
ツ
ア
ー
で
今
後

も
新
し
い
カ
ッ
プ
ル
が
誕
生
す
る
か
も
！
？ 

「
母
の
日
」
と
い
え
ば
・
・
・ 

あ
の
花
で
す
！ 

何
か
明
る
い
話
題
が
あ
る
そ
う
で
・
・
・ 

 

大
村
さ
ん
（以
下
Ｏ
） 

「基
本
的
に
カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン
で

す
ね
。
あ
と
、
マ
ト
リ
カ
リ
ア
（菊
）な
ど
を
育
て
て
は

い
ま
す
が
、
ほ
と
ん
ど
が
カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン
で
す
。
」 

  

事
務
局
員
（以
下
Ｓ
） 

「今
日
は
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。
早
速
で
す
が
、
こ
こ
で
は
一
年
通
し
て
、
ど
の

よ
う
な 

お
花
を
育
て
て
い
る
ん
で
す
か
？
」 

 

Ｏ 

「暑
さ
な
ど
、
天
候
不
順
に
は
気
を
付
け
な
い
と
い

け
ま
せ
ん
ね
。
ま
ぁ
、
こ
れ
は
花
だ
け
で
な
く
、
ど
の

作
物
に
も
言
え
ま
す
が
。
（笑
） 

 

ま
た
ハ
ウ
ス
内
の
温
度
調
整
は
工
夫
し
て
い
る
点
の

一
つ
か
も
し
れ
な
い
で
す
ね
。
温
度
を
高
く
す
る
こ

と
で
、
時
期
を
ず
ら
し
て
出
荷
す
る
と
い
う
こ
と
も

可
能
に
な
る
の
で
。
」 

Ｓ
「な
る
ほ
ど
。
や
っ
ぱ
り
、
母
の
日
に
合
わ
せ
て
・・・と

い
う
こ
と
で
す
か
？
」 

 

Ｏ
「い
や
、
北
海
道
で
は
そ
う
い
う
わ
け
に
い
か
ず
、
7

月
が
出
荷
時
期
の
ピ
ー
ク
で
す
。
そ
の
後
、
秋
に
ま

た
植
え
替
え
て
・・・と
い
う
リ
ズ
ム
で
1
年
間
行
っ
て

い
ま
す
。
」 
  

  －  １ － 
 

カーネーションと大村さん。 
秋ということもあり花はまばらでした。 

Ｓ
「今
回
、
大
村
さ
ん
を
訪
れ
た
理
由
の
一
つ
で

も
あ
る
の
で
す
が
・・
・農
業
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー

主
催
の
婚
活
バ
ス
ツ
ア
ー
を
機
に
昨
年
4
月
に

ご
結
婚
さ
れ
た
と
聞
き
ま
し
た
！
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
！
」 

 

Ｏ
「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
大
し
て
話
す
こ

と
な
ん
て
な
い
で
す
よ
。
（笑
）」 

Ｓ
「ち
ょ
っ
と
だ
け
で
も
聞
か
せ
て
く
だ
さ
い
！
」 

Ｓ
「っ
て
こ
と
は
元
々
、
奥
様
は
農
業
に
興
味
を

も
た
れ
て
そ
の
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
な
さ
れ
た
ん
で

す
か
？
」 

 

Ｏ
「い
や
全
然
違
う
み
た
い
で
す
。
（笑
）知
り
合

い
に
誘
わ
れ
て
参
加
し
た
そ
う
で
す
。
で
も
今

は
、
作
業
を
手
伝
っ
て
く
れ
て
い
ま
す
。
」 

  

 

今
後
の
目
標
を
一
言
！ 

 

Ｓ
「今
日
は
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
！ 

最
後
に
、
今
後
の
将
来
に
つ
い
て
意
気
込
み
を 

一
言
お
願
い
し
ま
す
！
」 

Ｏ
「そ
う
で
す
ね
。
家
族
も
で
き
て
、
も
っ
と 

頑
張
ら
な
い
と
い
け
な
い
と
い
う
気
持
ち
は 

も
ち
ろ
ん
あ
り
ま
す
ね
。
た
く
さ
ん
の
花
を

栽
培
し
て
い
ま
す
が
、
『一
本
一
本
、
手
塩
に

か
け
て
丁
寧
に
』と
い
う
気
持
ち
を
持
っ
て
、 

こ
れ
か
ら
も
作
っ
て
い
け
れ
ば
な
と
思
い
ま
す
。

そ
う
す
れ
ば
、
お
客
さ
ん
も
喜
ん
で
い
た
だ

け
る
も
の
を
提
供
で
き
る
と
思
い
ま
す
。
」 



農
業
委
員
会
は
総
会
だ
け
行
っ
て
い
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
！
今
回
は
昨
年
行
わ
れ
た
、
実
際
に
農
地
を

み
て
ま
わ
る
、
①
地
域
農
業
現
況
調
査
と
②
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
の
二
つ
を
ご
紹
介
し
ま
す
。 

① 
地
域
農
業
現
況
調
査 

こ
の
現
況
調
査
は
石
狩
市
で
、
現
在
ど
の
よ
う
な
作
物
が
ど
の
よ
う
な
手
法
で
育
て

ら
れ
て
い
る
か
、
農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー
の
方
々
と
調
査
す
る
と
い
う
も
の
で
す
。

そ
の
一
部
を
写
真
で
ご
紹
介
し
ま
す
。 

②
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル 

 

農
業
委
員
会
で
は
毎
年
、
優
良
農
地
の
確

保
・
違
反
転
用
の
発
生
防
止
の
た
め
各
地
区
ご

と
に
パ
ト
ロ
ー
ル
を
行
っ
て
い
ま
す
。
遊
休
農

地
の
増
加
は
、
自
分
の
農
地
だ
け
で
な
く
近
隣

農
地
に
も
悪
い
影
響
を
与
え
ま
す
。 

 
 

  －  ２ － 
 

石狩市農業総合 
支援センター 

石狩における新た
なブランド作物を
見つけるべく様々
な品種の作物を栽
培していました。 

高岡ミニトマト施設 
土壌の物理性改善を図るため 
ブロッコリーの残渣、微生物を 
利用し、ハウス内で嫌気的 
環境を維持しています。 

札幌大球ほ場 

現在、生産量が減少している  
 札幌大球。育てる大変さを 
 耕作者からお聞きしました。  
 石狩の新たなブランドとして    
  展開できるかも！？ 

農地パトロール風景 
 （上：浜益某所 下：花畔某所） 

農
地
の
適
正
な
利
用
を 

 
 

 
 

お
願
い
し
ま
す
！ 



  －  ３ － 
 

総会開催日 各 種 申 請 書 提 出 期 限
第３２回 平成２６年１月２４日（金） 平成２６年１月１０日（金）
第３３回 平成２６年２月２７日（木） 平成２６年２月１０日（月）
第３４回 平成２６年３月２７日（木） 平成２６年３月１０日（月）

※以下の手続きを行おうと考えている方はご注意ください！ 

今後の総会開催予定日 

平成25年度の総会も残り3回となります。今後の開催予定日は以下のようになっております。 

① 農地の転用の手続きをしたい！ 

② 現況証明願いが欲しい！ 

農地法第4条・5条の許可申請は、許可がおりるまで約２か月かかります。 

現況証明願いは、証明書発行まで約２か月かかります。 

③ 農地の売買、賃貸借の手続きをしたい！ 

農地法第3条申請の許可及び、利用集積計画の決定には申請から約１か月かかり
ます。 

第29回総会 平成25年10月31日 

第26回総会 平成25年7月26日 

第28回総会 平成25年9月26日 

農地法第18条第6項の規定による通知   12件 

農地法第5条の一時転用に係る事業 
完了報告                                                            1件 

農地法第3条第1項の規定による許可 
申請 (所有権)                                                    1件  

農地法第3条第1項の規定による許可 
申請 (賃借権及び使用貸借による権利) 5件 

農地法第5条の規定による許可申請           1件 

農地法第18条第6項の規定による通知   1件 

農地法第3条第1項の規定による許可 
申請 (使用貸借による権利)                               1件 

農用地利用集積計画案 （所有権移転）        2件 

農用地利用集積計画案 （利用権設定）          5件 

第30回総会 平成25年11月28日 第27回総会 平成25年8月29日 

農用地利用集積計画案 （利用権設定）  1件 

現況証明願いについて                     4件 

農地法第18条第6項の規定による通知  1件 

農用地利用集積計画案 （所有権移転）    1件 

農地法第3条第2項第5号の規定による                   

農用地利用集積計画案 （所有権移転）       2件                      

農地法第18条第6項の規定による通知   3件 

現況証明願いについて                      1件 

 別段の面積についての規定による通知   1件 

農用地利用集積計画案 （所有権移転）    1件 

農用地利用集積計画案 （利用権設定）  7件 

農用地利用集積計画案 （所有権移転）        1件 

農用地利用集積計画案 （利用権設定）        7件 

農地法第3条第1項の規定による許可 
申請(賃借権)                    3件 

農地法第18条第6項の規定による通知   6件 

農地法第3条第1項の規定による許可 
申請 (所有権)                                                      2件  

現況証明願いについて                     1件 

荒廃農地の現況調査について        1件 

農用地利用集積計画案 （利用権設定）      51件 

農地法第3条第1項の規定による許可 
申請(賃借権)                    5件 

農地法第18条第6項の規定による通知   4件 

農地法第3条第1項の規定による許可 
申請 (所有権)                                                      2件  

現況証明願いについて (会長専決）            2件 

第31回総会 平成25年12月25日 



  －  ４ － 
 

 家族経営協定を結ぶことは、家族みんなが、 
意欲と能力を十分に発揮して経営に係わることに繋がり 
ます。魅力的な農業経営を目指すため、仕事環境、経営 
方針、役割分担など、この機会に家族みんなで十分 
話し合い、家族経営協定を結んでみませんか？  
   

家族経営協定を結びませんか～？ 

ご相談は、農業委員会、支所地域振興課、JA、農業総合支援センターでお受けしています。 

石狩市農地賃借料情報 
平成25年1月から12月までに締結（公告）された賃貸借における賃借料水準（10ａ当たり）は、 
以下のとおりとなっております。 

１ 田の部（転作田含む） 

２ 畑の部 

＊１ データ数は、集計に用いた筆数 
＊２ 金額は、算出結果を四捨五入し１００円単位としている 

締結（公告）された地区名 平均額 最高額 最低額 データ数 備　　　考

旧石狩市 9,100円 14,000円 3,900円 131

（内訳）・石狩川左岸地区 8,700円 13,900円 3,900円 69

（内訳）・石狩川右岸地区 9,600円 14,000円 6,000円 62

（用途内訳）・田 9,700円 11,600円 8,000円 28

　　　　　　　 ・転作畑 9,000円 14,000円 3,900円 103

厚田区 9,600円 16,000円 6,500円 146

（内訳）・聚富地区 9,300円 11,800円 6,800円 46

　　 　　・望来地区 10,400円 16,000円 7,000円 54

　　　   ・厚田地区 9,000円 12,000円 6,500円 46

（用途内訳）・田 10,500円 16,000円 7,000円 61

　　　　　 　　・転作畑 8,900円 12,000円 6,500円 85

浜益区 14,300円 15,000円 7,000円 37

（参考）
石狩市平均

10,000円 314

締結（公告）された地区名 平均額 最高額 最低額 データ数 備　　　考

旧石狩市 6,600円 10,100円 3,000円 40

厚田区 3,400円 5,000円 2,500円 49

浜益区 － － － － データなし

（参考）
石狩市平均

4,800円 89



 「農業者年金」は積み立て方式で少子高齢時代 
に強く、保険料の額は自由（2万-6万7千円）に 
決められる、 80歳まで保証付の終身年金です。 
 また、要件を満たせば国庫補助をうけることも

可能です。この機会に、加入してみては？ 

編集・発行 石狩市農業委員会事務局  
〒061-3292 石狩市花川北6条1丁目30-2 市役所3F    

TEL 0133-72-3147  FAX 0133-72-3540 
 

「農地に関することで何かご不明な点、ございましたら 
どうぞご気軽に当事務局まで連絡ください。」  

 全国農業新聞は農業者の公的代表 
機関である農業委員会系統組織が 
発行する農業総合専門紙です。 

 

   ◆毎週金曜日に発行 
  ◆購読料は月額600円（年間7,200円） 

  －  ５ － 
 

「皆さんからのご意見お待ちしています！」 

ひだまり編集委員紹介 

◆ 木 村 武 彦 委員 
◆ 石 倉 要 彦 委員 
◆ 赤 山 義 孝 委員  の３名です。 
 

編 集 後 記 

選挙人名簿の申請、忘れていませんか～？ 

農業委員会委員選挙人名簿の申請書の提出の期限は１月１０日（金）です。 
よろしくお願いします！ なお、選挙人名簿に登録できる要件は以下のようになります。 

石狩市に住んでいる満20歳以上 
（平成6年4月1日までに生まれた方） 

① 平成26年1月1日現在で、30アール
以上の農地にて農業を営んでいる人 

② 上記の人の同居の親族又はその配偶者
であって年間で概ね60日以上従事する
人（農業生産法人の場合は、組合員 
 または社員） 

ご不明な点ございましたら、農業委員会事務
局まで、ご連絡ください。なお、郵送の場合
も1月10日必着でお願いします。（事務局の
住所・電話番号は当ページ下部に記載してい
ます。） 

全国農業新聞の購読のご案内 

購読希望の方は農業委員会 
事務局までご連絡ください。 
（TEL 0133-72-3147） 

「農業者年金」に加入しませんか？ 

詳しくは農業委員会事務局、JA窓口まで。 

 新年あけましておめでとうございます。 

 昨年は春先の天候不順に心配いたしました
が、その後の回復により多くの農作物も豊作
に恵まれた一年でありました。 
  
 。 

編集委員 赤山 義孝 

選挙人名簿登録要件 

 政府により突然の減反廃止を含む農政の 
大転換の方向が示され、TPP交渉も決着を見な

い中での競争を中心とした農業は果たして国民
にとって食を守ることができるのか、あるいは農
地を必要とするだけ確保することが出来るのか、
このままでは耕作放棄地だけが増えてしまうの
ではないかと不安が尽きないところでありますが、
当委員会と致しましてはこれまで以上に農地を
守るために努力を重ねてまいりたいと思います。
新年が皆様にとりまして実りのある一年でありま
すことを祈念いたします。 


